
福音を理解する  
1.  福音とは何か  

 
A) 意味は「良い知らせ」（英：Gospel、ギ：ユーアンゲリオン） 

B) 良い知らせの本質的な定義：神は、救い主によって、堕落した人類と世界に救いもたらす。 

・	 旧約聖書の時代の福音：キリスト（救い主）の到来の予告。メシア預言 

・	 福音書の時代の福音：キリストの到来の成就。神の国の福音 

・	 使徒の働き以降：キリストの十字架と復活による救いの成就。キリストの福音 

 
2.  福音の必要性：なぜ救われる必要があったのか？  

 

A) 天地創造（創世記 1〜2章） 

「神はご自分が造ったすべてのものを見られた。見よ、それは非常に良かった。夕があり、

朝があった。第六日。」（創世記 1：31） 

 
B) 堕落（創世記 3章） 

「そこで、女が見ると、その木は食べるのに良さそうで、目に慕わしく、またその木は賢

くしてくれそうで好ましかった。それで、女はその実を取って食べ、ともにいた夫にも与

えたので、夫も食べた。」（創世記 3：6） 

 

C) 原福音（創世記 3：15） 

「わたしは敵意を、おまえと女の間に、おまえの子孫と女の子孫の間に置く。彼はおまえ

の頭を打ち、おまえは彼のかかとを打つ。」 

 
3.  福音への応答（1）：どのように救われたのか？  

 

A) キリストの十字架・埋葬・復活を信じる信仰によって  

「兄弟たち。私があなたがたに宣べ伝えた福音を、改めて知らせます。・・・2 私がどの

ようなことばで福音を伝えたか、あなたがたがしっかり覚えているなら、この福音によっ

て救われます。そうでなければ、あなたがたが信じたことは無駄になってしまいます。3 私

があなたがたに最も大切なこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のことで

す。キリストは、聖書に書いてあるとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、4 また、

葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおりに、三日目によみがえられたこと、5また、

ケファに現れ、それから十二弟子に現れたことです。」（第一コリント 15：1〜5） 

 



B) イエスを救い主とする信仰によって  

「なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中

からよみがえらせたと信じるなら、あなたは救われるからです。10人は心に信じて義と認

められ、口で告白して救われるのです。」（ローマ 10：9〜10） 

主の意味 

 
4.  福音への応答（2）：どんな信仰によって救われたのか  

 

A)  偽りの無い心からの信仰  

! 信仰（ギ語：ピスティス）の意味：確信、信念、信仰、忠実。 

! 生まれつきの盲目を癒された人（ヨハネ 9：24〜34） 

! イエスへの信仰告白は、会堂からの追放を意味した。（ユダヤ社会からの追放） 

 
B)  悔い改めの伴う信仰  

! イエスに対する信仰と心からの悔い改めは切り離すことはできない 

（悔い改めは救いには関係がない、という考えもあるので注意） 

＊「ユダヤ人にもギリシア人にも、神に対する悔い改めと、私たちの主イエスに対す

る信仰を証ししてきたのです。」（使徒 20：21） 

＊「ダマスコにいる人々をはじめエルサレムにいる人々に、またユダヤ地方全体に、

さらに異邦人にまで、悔い改めて神に立ち返り、悔い改めにふさわしい行いをするよ

うにと宣べ伝えてきました。」（使徒 26：20） 

何に対する悔い改めか 

! どのような悪から悔い改める必要があるのか 

「あなたがたは知らないのですか。正しくない者は神の国を相続できません。思い違

いをしてはいけません。淫らな行いをする者、偶像を拝む者、姦淫をする者、男娼と

なる者、男色をする者、10 盗む者、貪欲な者、酒におぼれる者、そしる者、奪い取

る者はみな、神の国を相続することができません。11 あなたがたのうちのある人た

ちは、以前はそのような者でした。しかし、主イエス・キリストの御名と私たちの神

の御霊によって、あなたがたは洗われ、聖なる者とされ、義と認められたのです。」

（第一コリント 6：9〜11） 

 
C)  イエスの名によるバプテスマ  

「そこで、ペテロは彼らに言った。「それぞれ罪を赦していただくために、悔い改

めて、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物

として聖霊を受けます。」（使徒 2：38） 



＊初期のクリスチャンは、信仰・悔い改め・バプテスマを切り離して考えてはいなかった。 

 

5.  福音がもたらした恵み：どのような救いが与えられたのか  

 
A)  罪を赦され、義と認められた。  

「こうして、私たちは信仰によって義と認められたので、私たちの主イエス・キリストに

よって、神との平和を持っています。」（ローマ 5：1） 

＊第一コリント 6：11も参照 

 
B)  新しく生まれ変わり、神の子供とされた。  

「しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもと

なる特権をお与えになった。13この人々は、血によってではなく、肉の望むところでも人

の意志によってでもなく、ただ、神によって生まれたのである。」（ヨハネ 1：12〜13） 

 

C)  永遠の命を持つようになった。  

「御子を持つ者はいのちを持っており、神の御子を持たない者はいのちを持っていません。

13 神の御子の名を信じているあなたがたに、これらのことを書いたのは、永遠のいのち

を持っていることを、あなたがたに分からせるためです。」（ヨハネ 5：12〜13） 


